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髙島市長・荒瀬副市長を表敬訪問
　6月21日（水）に岡田会長、佐藤・
木内副会長並びに各区会長で髙島
市長を表敬訪問しました。
　荒瀬副市長にも同席いただき、
岡田会長から福祉バスの負担軽減
を図っていただいたお礼を申し上
げました。
　髙島市長からは「老人クラブの

皆様には、日ごろから地域に根付い
た活動で、ご尽力いただき大変感謝
しております。これからも健康に留
意され、支える福祉の一翼を担って
いただくようお願いします。福祉バ
スの活用で外出の機会を増やし、仲
間づくりの輪を広げてください」と
のお言葉をいただきました。

式
典
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
者
61
名
と
優
良
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
27
ク
ラ
ブ
、
地
域
活
動
賞

9
団
体
を
表
彰
。
続
い
て
、
副

市
長
か
ら
「
高
齢
者
が
元
気
に

輝
く
社
会
づ
く
り
の
牽
引
役
と

な
っ
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
等
、

髙
島
市
長
の
祝
辞
を
代
読
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
議
案
審
議

に
入
り
「
平
成
28
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
」「
役
員
の
選

任
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
か
ら
①
収
支
計
算

書
と
正
味
財
産
計
算
書
の
収
支

差
額
に
つ
い
て
②
予
算
と
決
算

差
額
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

説
明
の
後
、
い
ず
れ
の
議
案
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て「
平

成
29
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
の
報
告
を
行
い
、
通
常
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
44
回
通
常
総
会
を
平
成
29

年
5
月
23
日
（
火
）
に
福
岡
市

民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
荒
瀬
副
市
長
と
永
渕

保
健
福
祉
局
長
を
お
迎
え
し
、

第44回 通常総会

第
44
回
通
常
総
会
に
お
い
て
市

老
連
会
長
に
選
任
さ
れ
た
岡
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
市
で
は
昨
年
、
保
健
福
祉

総
合
計
画
を
新
た
に
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
10
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
と

し
て
「
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え

る
側
へ
」
と
題
し
、
①
生
涯
現
役

社
会
を
目
指
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
に
取
り
組
み
、
高
齢
に
な
っ
て

も
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と
。
②
地

域
の
み
ん
な
が
互
い
に
助
け
合
う

こ
と
。
③
支
援
が
必
要
な
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
。
と
掲
げ
て
あ
り

ま
す
。

我
々
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

に
活
動
基
盤
を
置
く
唯
一
の
高
齢

者
の
組
織
で
す
。
仲
間
づ
く
り
や

友
愛
訪
問
に
よ
る
相
互
支
え
合
い

活
動
を
実
践
し
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
存
在
意
義
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
は
、「
健
康
」「
友
愛
」「
奉

仕
」
の
基
本
活
動
を
重
点
的
に
取

り
組
む
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

個
々
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
は
、
役

員
の
後
継
者
不
足
や
会
員
の
減
少

な
ど
、
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
こ
こ
は
一
つ
、
区
老

連
・
校
区
老
連
が
一
丸
と
な
っ
て
、

各
々
の
単
位
ク
ラ
ブ
同
士
の
連
携

と
、
地
域
自
治
会
の
ご
協
力
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
是
非
と
も
「
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
を
消
滅
さ
せ
な
い
」
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
老
連
会
長
職
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
岡
田
　
光
生

二
期
目
、
就
任
の
挨
拶

福祉バスを活用しましょう
今年度から利用者負担額が軽減されました



2ふくふくクラブ福岡 第100 号平成 29 年 7 月 15 日発行
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平成29年度  予算のあらまし

事業別区分 金　額 説　　　　明

公益事業

高齢者の健康づくり、介護予防、生きがいづくり事業

各種事業費（市） 1,132 囲碁・将棋、美術展、ゲートボール大会等

各区老連事業費 5,447 7区老連の各種大会事業費

グラウンド・ゴルフ大会 1,290 市・区大会経費

農園事業 1,318 高齢者農園の運営経費

負担金 50 保健福祉大会負担金

小　計 9,237

高齢者の相互支え合い・社会奉仕事業
伝承社会奉仕部会 28

友愛訪問事業 6,294 801班の活動費、管理費 

小　計 6,322

老人クラブの活動強化、育成、支援事業
全国大会
各種研修費等 1,693 全国老人クラブ大会、九州ブロックリ

ーダー研修会、各種セミナー等に参加

各区老連運営費 3,257 7区老連の運営費

広報費（広報紙発行） 891 年2回広報紙を発行

小　計 5,841

公益事業　計 21,400 人件費・共通事務費を除く

収益事業等
指定旅館冊子印刷等 573 指定旅館冊子印刷等

法人会計

会議費 1,702 総会、理事会、全老連、九州ブロッ
ク等の会議費、慶弔交際費

負担金 516 全老連負担金他２件

計 2,218 人件費・共通事務費を除く

人件費・事務費
人件費・共通事務費 60,049

支出合計 84,240

（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

科　　目 金　額 説　　　　明

基本財産運用益 24

特定資産運用益 2

会費 1,656 828ｸﾗﾌﾞ×2,000円

収益事業等 3,684 指定旅館指定料、広告料

福岡市補助金 73,633

社協補助金 3,100 友愛訪問事業補助

共同募金助成金 810 広報紙発行助成

雑収入 555 傷害保険広告料、会員章拠金等

合　　計 83,464

■収入の部 （単位：千円）

■支出の部 （単位：千円）

※① 分かりやすくするため、科目別の予算書を事業別に整理しました
※② 収支差額は、特定資産取り崩しで賄います

⒈ 

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

　
　

介
護
予
防
・
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

（
１
）
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

（
２
）
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

・
教
養
文
化
事
業

　
　

①　

高
齢
者
美
術
展
の
開
催

　
　

②　

高
齢
者
囲
碁
将
棋
大
会
の
開
催

　
　

③　

高
齢
者
保
健
福
祉
大
会
の
開
催

　
　

④　

全
国
健
康
福
祉
祭(

あ
き
た
大
会)

へ
の
参
加

・
保
健
体
育
等
事
業

　
　

①　

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

　
　

②　

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　
　

③　

高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　
　

④　

高
齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ダ
ー
ツ
等
）
の
開
催

　
　

⑤　

全
国
健
康
福
祉
祭
（
あ
き
た
大
会
）
へ
の
参
加

　
　

⑥　

高
齢
者
農
園
事
業
の
実
施

⒉ 

高
齢
者
の
相
互
支
え
合
い
・
社
会
奉
仕
事
業

（
１
）
友
愛
訪
問
活
動
の
充
実
推
進

（
２
）
伝
承
活
動
及
び
社
会
奉
仕
活
動
に
よ
る
社
会
参
加

（
３
）
地
域
活
動
促
進
事
業
の
実
施

⒊ 

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
強
化
・
育
成
・
普
及
啓
発
事
業

（
１
）
会
の
運
営
及
び
関
係
団
体
と
の
連
携
の
強
化

（
２
）
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
充
実

（
３
）
単
位
ク
ラ
ブ
の
増
強

（
４
）
会
員
拡
大
運
動
の
展
開

　
　

○
１
校
区
１
ク
ラ
ブ
の
増(

継
続)

　
　

○
１
ク
ラ
ブ
あ
た
り
会
員
３
人
純
増
入
会
の
促
進(

継
続)

（
５
）
広
報
紙
「
ふ
く
ふ
く
ク
ラ
ブ
福
岡
」
の
発
行
・

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信

（
６
）
会
員
厚
生
福
利
事
業
等
の
推
進

事業実施計画  

【
運
営
方
針
】

全
国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
が
減

少
す
る
中
、
市
老
連
で
は
全
老
連
が
定
め
た

平
成
26
年
度
か
ら
向
こ
う
５
カ
年
間
の
運
動

方
針

｢

老
人
ク
ラ
ブ
『
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
』｣

を
踏
ま
え
、
本
年
度
も
引
き
続

き
同
運
動
の
４
年
目
と
し
て
、
会
員
の
拡
大

及
び
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
よ
り
進
め
る

と
と
も
に
、
「
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
」
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
29
年
度  

事
業
計
画



3 ふくふくクラブ福岡第100 号 平成 29 年 7 月 15 日発行

私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

役　　職 氏　　名 選任区老連・充職

　会　長・理　事　総務部会部会長 岡田　　光生 西区老連会長

　副会長・理　事   広報部会部会長 佐藤　　　光 中央区老連会長

　副会長・理事 女性部会部会長、健康部会 木内　　潤子 中央区老連副会長

　理　事・健康部会 三宅　　弘行 東区ねんりん連会長

＊理　事・広報部会 稲吉　　豊秋 東区ねんりん連副会長

＊理　事・女性部会 八尋　　和江 東区ねんりん連副会長

　理　事・伝承社会奉仕部会部会長 野上　　義治 博多区老連会長

＊理　事・健康部会 吉川　　鐵義 博多区老連副会長

　理　事・女性部会 阿部　　悦子 博多区老連副会長

　理　事・体育部会副部会長 柴田　　　宏 中央区老連副会長

　理　事・教養文化部会部会長 西村　大戸志 南区シニア連会長

　理　事・教養文化部会 森山　　忠明 南区シニア連副会長

　理　事・女性部会 久光　　春枝 南区シニア連副会長

　理　事・健康部会長 山本　　　嚴 城南区シニア連会長

　理　事・伝承社会奉仕部会副部会長 金子　琢一郎 城南区シニア連副会長

　理　事・女性部会 髙橋　　雅子 城南区シニア連副会長

　理　事・体育部会部会長 矢島　　武利 早良区老連会長

　理　事・教養文化部会副部会長 宮成　　鏡二 早良区老連副会長

　理　事　女性部会 長　　　ハル 早良区老連副会長

＊理　事・健康部会副部会長 吉田　　一郎 西区老連副会長

　理　事・女性部会副部会長 大森　　節子 西区老連副会長

＊理　事 吉村　　展子 福岡市社会福祉協議会常務理事

＊理　事 髙木　　三郎 福岡市保健福祉局
高齢社会部長

　常務理事 下條　　正彦 福岡市老人クラブ連合会
常務理事

＊監　事 稲益　　　満 博多区老連監事

＊監　事 大野　　　信 城南区老連監事

＊は新任役員　　〇任　期　平成29年5月23日～平成31年度総会まで

月　　日 行　事　名 摘　　　要

4月 19日(水) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

5月
23日(火)

第44回通常総会
理事会

役員・会員

理事・監事
福岡市民会館

26日(金) 全老連女性代表者会議 女性部長 東京都

6月
16日(金) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

19日(月)～20日(火) 全老連評議員会 会長・事務局長 東京都

7月
6日(木)～7日(金) 九州ブロック老人クラブリーダー研修会 理事・監事 佐賀県

26日(水) 第46回高齢者囲碁・将棋大会 区代表 ふくふくプラザ

8月

8日(火) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

8日(火)～9日(水) 全老連中央セミナー 指定区代表 東京都

9日(水) 健康づくりリーダー研修会 会員 ふくふくプラザ

9月

1日(金) 第55回高齢者保健福祉大会 市民 福岡市民会館

8日(金)～12日(火) ねんりんピック秋田2017 福岡市選手団 秋田県

20日(水) 全国一斉「社会奉仕の日」 会員

10月

5日(木)予備6日 第39回高齢者ゲートボール大会 区代表者 山王公園

18日(水)～19日(木) 第46回全国老人クラブ大会 部会員 京都

26日(木)～31日(火) 第47回高齢者美術展 市民 アジア美術館

11月

7日(火）予備8日 第16回高齢者グラウンド・ゴルフ大会 区代表者 舞鶴公園

16日(木)～17日(金) 第29回全老連女性リーダーセミナー 女性部長・区代表 東京都

22日(水) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

12月
4日(月）～5日（火） 全老連県・指定都市会長会議 会長 東京都

13日(水) 女性部会研修会 単位女性
リーダー プラザホール

1月
18日(木) 老人クラブリーダー養成研修会 会員 ふくふくプラザ

31日(水)～
2月1日(木) 全老連在宅福祉を支える友愛セミナー 指定区代表 東京都

2月

1日(木) 第7回高齢者ソフトダーツ大会 区代表 九電体育館

15日(木)～16日(金) 九州各県・指定都市老連連絡協議会 会長・事務局長 鹿児島県

19日(月) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

3月
15日(木)～16日(金) 全老連評議員会 会長・事務局長 東京都

19日(月) 理事会 理事・監事 ふくふくプラザ

平成29年度　主要行事（敬称略）平成29年度　役員の紹介
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

第1号
広報紙

　

広
報
紙
「
ふ
く
ふ
く
ク
ラ
ブ
福
岡
」
は
、
昭
和
48
年
６
月
に
「
福
岡
市
老
ク
連
だ
よ
り
」

と
し
て
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、今
号
で
１
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
た
め
に
な
る
情
報
を
多
く
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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新規加入老人クラブ
区　名 地区名 単位老人クラブ名 会長名 会員数 入会申込日
東　区 照　葉 照葉シニアクラブ 本田　　収 48 H28.7.1

東　区 若　宮 若宮万両会 木場　豊文 37 H28.12.1

東　区 香　椎 浜男クラブ 橋口　秀晴 34 H29.4.1

博多区 東吉塚 東吉塚老人クラブ 稲益　　満 31 H28.6.1

博多区 冷　泉 冷泉老人クラブ連合会いずみ会 本永加代子 46 H29.4.1

博多区 奈良屋 奈良屋老人クラブ連合会明友会 樋口　葛尚 34 H29.4.1

博多区 春　住 春住第十四長生クラブ 麻生キミ子 50 H29.4.1

博多区 東　光 東光なかよしクラブ 古橋　良夫 43 H29.4.1

博多区 那珂南 銀寿会 笹野　福好 37 H29.4.1

南　区 長　住 長住団地シニアクラブ 松尾　　清 60 H28.9.1

西　区 姪　北 ほくほく会 大堂　眞圓 39 H28.10.1

西　区 姪　北 茶ちゃちゃクラブ 田中　準二 35 H28.10.5

※平成28年6月～平成29年6月までの理事会で入会を決定された

　新規の老人クラブです

歓
迎
し
、
顔
が
見
え
る
、
地
域

に
開
か
れ
た
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　新規に加入された12 クラ
ブをご紹介します。会員数は、
31名から 60 名までのクラ
ブです。
　新規加入クラブの中から、
各区1クラブずつ「設立の動
機」や「力を入れている事」
などをお尋ねしました。

加入クラブ
紹 介

新
規

　

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

運
営
基
準
に
則
り
、
昨
年
10
月

に
同
時
に
発
足
し
た
姪
浜
北
住

宅
団
地
の
茶
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ

と
と
も
に
、
姪
北
校
区
第
1
号

の
校
区
自
治
協
議
会
傘
下
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
す
。
ク
ラ
ブ
名

は
、姪
北
の
「
ほ
く
」
を
と
り
、

「
ほ
く
ほ
く
」
の
あ
っ
た
か
い

イ
メ
ー
ジ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

例
会
で
は
自
治
協
だ
よ
り

「
め
い
ほ
く
」
に
開
催
日
時
、

内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
て
会
員

で
な
い
方
の
オ
ー
プ
ン
参
加
も

　

明
友
会
は
設
立
後
約
50
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
旦

解
散
し
て
い
た
も
の
で
、
リ
バ

レ
イ
ン
の
再
開
発
か
ら
19
年
目

と
な
る
本
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ビ
ル
が
多
い
街
な
の
で
地
域

の
絆
を
大
切
に
し
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
鏡
天
満
宮
の
清
掃
奉

仕
、
親
睦
交
流
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
を
増
や
す
こ
と

を
目
標
と
し
、
街
中
に
お
い
て

も
自
治
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
地

域
に
根
差

し
た
会
の

運
営
を
行

っ
て
い
き

ま
す
。

　

長
住
団
地
自
治
会（
１
３
０
０

世
帯
）
内
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。団
地
は
一

つ
（
長
住
・
西
長
住
２
校
区
）
が

テ
ー
マ
で
す
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

か
ら
ラ
ウ
ン
ジ
ル
ー
ム
の
提
供

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ラ
ウ
ン
ジ
で
毎
週
火
・
金『
小

さ
な
喫
茶
室
』
を
開
催
。
長
住

小
・
西
長
住
小
の
朝
の
交
通
誘

導
を
毎
朝
実
施
。
他
に
夜
の
お

や
じ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
花
壇
の

手
入
れ
、健
康
広
場（
講
師
が
講

演
）、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
バ
ス

ハ
イ
ク
の
実
施
な
ど
活
発
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

博
多
区 

奈
良
屋
地
区

明
友
会

南区 長住校区
長住団地シニアクラブ

西
区 
姪
北
校
区

ほ
く
ほ
く
会

東
区 

若
宮
校
区

若
宮
万
両
会

　

諸
々
の
活
動
を
通
じ
て
地
域

で
の
交
流
を
深
め
、
こ
れ
か
ら

の
老
後
を
豊
か
な
も
の
に
し
て

明
る
く
健
や
か
に
過
ご
し
た

い
と
い
う
思
い
で
、
平
成
９
年

に
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
28
年

３
月
に
若
宮
校
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
６
単
位
ク
ラ
ブ
が
東

区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

脱
会
し
、
当
ク
ラ
ブ
も
脱
会
し

て
い
ま
し
た
が
、
区
と
の
つ
な

が
り
の
必
要
性
を
感
じ
、
同
年

12
月
に
当
ク
ラ
ブ
の
み
再
入
会

し
ま
し
た
。（
会
員
34
名
）

　

会
の
活
動
は
①
健
康
維
持
・

増
進
活
動
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
③
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
④
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
⑤
公
園
清
掃
活
動

⑥
親
睦
行
事
で
す
。今
後
、会
員

増
強
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　金
の
守
備
力
を
無
力
化
す
る
。

　初
心
者
向
き
で
す
。

ヒ
ン
ト

　4　3　2　1
一
　二

　三

　四

　五

　六

　

香

玉

龍

角
歩

歩金

金

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

解
答
は
11
ペ
ー
ジ

〔
黒
先
〕

白
を
ト
ル
に
は

ど
う
打
て
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

詰
碁
問
題

出
題
者

　小
宮

　信
行

出
題
者

　大
和

　一
智

持
駒  

桂

　香  （
5
手
詰
）

詰
将
棋
問
題
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

- 心あたりのない架空請求はがきは無視してください！ -

架空請求 福岡市
消費生活センター

未納料金があり訴訟を提起すると書かれた、架空請求
はがきが届いたという相談が多く寄せられています。
今回は手口の特徴について紹介します。

自分から相手業者に連絡しない
業者へ連絡すると、氏名や電話番号などの個
人情報を知らせることになります。絶対に連
絡をしないでください。

慌ててお金を支払わない
一度お金を支払ってしまうと、さらに請求さ
れるなど、悪質業者の標的になりかねません。
身に覚えのない請求は無視してください。

総合消費料金未納？
「もしかしたら未納があったかも？」と思わせる
ような名称を使い消費者を惑わせます。

01

裁判・訴訟・最終期日
「裁判」などの言葉を使い「訴訟になっては困る」
という不安をあおります。また、時間的余裕を与
えないことで消費者を焦らせます。

02

連絡を求めてくる
悪質業者の狙いはあなたの個人情報を入手する
ことです。連絡をさせようと働きかけてきます。

03

差し押さえ・強制執行
差し押さえ・強制執行などの言葉を使い「連絡しな
ければ大変なことになるのでは？」と思わせます。

04

取り下げ等のご相談
不安になった消費者に救済方法があるかのように
思わせ、連絡させるように誘導します。

05

プライバシー保護・必ず御本人から
プライバシー保護など、もっともらしい理由を付
け本人から連絡させ、周りに相談させないよう
にします。

06

民事訴訟管理センター？
公的機関であるかのような名称を使い、正式な
請求であるかのように思わせます。

07
架空請求はがきの

例
（消費者庁HPよ

り）

総合消費料金未納分訴訟最終通知書
訴訟番号　そ 355

この度御通知致しましたのは、貴方の未納されました総合消費
料金について契約会社、ないしは運営会社から民事訴訟として
訴状の提出をされました事を御通知致します。以降、下記に設
けられた裁判取り下げ最終期日を経て訴訟を開始させて頂きま
す。このまま御連絡なき場合には、原告側の主張が全面的に受
理され裁判後の処置として給与の差し押さえ及び動産物、不動
産物の差し押さえを執行官の立会いのもと強制的に履行させて
頂きますので裁判所執行官による「執行証書」の交付を承諾し
て頂くようお願いすると同時に債権譲渡証明書を一通送付させ
て頂きますので、ご了承ください。
民事訴訟及び、裁判取り下げ等の御相談に関しましては当局に
て受け賜わっておりますので職員までお問合わせ下さい。尚、
書面での通達となりますので、プライバシー保護の為、必ず御
本人様から御連絡頂きますようお願い申し上げます。以上を持
ちまして、最終通達とさせて頂きます。

裁判取り下げ最終期日　平成 29年 3月 30 日
民事訴訟管理センター
〒 102-8688
東京都千代田区九段南 1-5-1
消費者相談窓口　03-6271-3691
受付時間 9:00 ～ 20:00

※困ったことがあれば消費生活センター相談コーナー☎092-781-0999へご相談ください
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　暑くなると疲れやだるさから食欲が
減り、そうめんだけ、パンだけなど単
品もので済ましがちに。このような食
事が続くと体に必要な栄養素も不足気
味になり、さらに疲れやすくなるとい
う悪循環を招きます。

　元気に夏を乗り切るには、早寝・早
起きを習慣に、朝ごはんを欠かさずに、

また多様な食品を組み合わせて主食・
主菜・副菜をそろえたバランスのよい
食事を心がけましょう。

　ひき肉のカレーという意味の「キー
マカレー」は、一皿で主食・主菜・副
菜のそろった簡単料理。カレー粉など
の食欲をそそる香辛料を利用して、元
気に夏を乗り切りましょう！

1.にんじん、玉ねぎは皮をむき粗目のみじん切り、かぼちゃ
は皮と種を除き 1cm のさいの目に切る。ピーマンはへた
と種を除き 1cm ほどの角切りに、トマトは 1cm ほどの
さいの目に切る。

2.フライパンを中火で熱しサラダ油を入れ , にんにく、
　 しょうが、ひき肉を加え炒める。
3.にんじん、玉ねぎ、かぼちゃ、ピーマンの順に加え弱火

で炒める。
4.枝豆、とうもろこし、トマト、調味料を加え
　 全体に火が通ったら出来上がり。

▶ 作り方

▶ 栄養価

・カレー粉 小さじ 1
・ケチャップ 大さじ 1
・ウスターソース 小さじ 1
・コンソメ 小さじ半分

・ご飯 180g
・豚ひき肉 50g
・おろしにんにく 小さじ半分
・おろししょうが 小さじ半分
・サラダ油 小さじ半分
・にんじん 20g

・玉ねぎ 40g
・かぼちゃ 20g
・ピーマン 20g
・茹で枝豆 20g
・茹でとうもろこし 10g
・トマト 50g

▶ 調味料

暑さに負けず、元気に季節を楽しみましょう！

たっぷり夏野菜のキーマカレー

▶ 1人分材料

・エネルギー 561kcal

・たんぱく質 19.0g

・脂質 11.9g

・食塩相当量 1.5g

（ご飯 180g の場合）

高齢者向
け

レシピ

歩行者の交通安全
　近年、高齢歩行者の道路横断中の交通事故が多
発しており、特に夕暮れ時や夜間に事故に遭うケー
スが目立っています。
　大切な自分の命を守るために、どのようなこと
に気を付けるべきでしょうか。

GOOD!

GOOD!
横断歩道が近くにある場合
は横断歩道を必ず渡るよう
にし、一度止まって左右を
確認するとより安全に渡れ
ます。

▶青信号でも…
右折や左折をする車や周
囲の車の動きをよく確認
していると事故に巻き込
まれにくくなります。

▶夕方や夜間
　出かけるときに…

▶道路を
　横断するときに… GOOD!

反射材を活用したり、明るい色の
服を着れば、ドライバーからもあ
なたがよく見え、事故を防げます。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

で
あ
り
、
大
池
校
区
の
単
位

ク
ラ
ブ
の
中
で
も
最
も
会
員

数
が
多
い
ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
ク
ラ
ブ
の
会
長
職

に
私
が
就
任
し
た
の
は
3
年

前
で
、
前
会
長
の
転
居
に
伴

う
非
常
事
態
に
よ
る
も
の
で

す
。
当
時
の
私
は
、
ま
だ
、

現
役
で
仕
事
を
し
て
お

り
会
員
と
し
て
の
活
動

も
熱
心
で
は
な
く
、
た

だ
会
員
の
中
で
は
若
年

者
と
い
う
事
で
、
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
の
で

は
と
会
長
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
。

　

就
任
以
来
、
幹
事
の

皆
様
や
会
員
の
皆
様
に

助
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
へ
の
参
加
や
校

区
の
他
単
位
ク
ラ
ブ
の

在
に
至
る
ま
で
校
区
の
役
員

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

板
付
七
丁
目
長
寿
会
は
、昭

和
53
年
に
設
立
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
頃
は
板
付
校
区
・
板

付
北
校
区
等
七
町
内
会
併
せ

て
発
足
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

私
ど
も
の
長
寿
会
も
、設
立

後
40
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。そ
の
節
目
に
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
の
表
彰
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。先
輩
方
の

お
か
げ
だ
と
皆
で
喜
ん
で
お

り
ま
す
。毎
月
1
回
行
っ
て
い

る
料
理
教
室
で
の
会
食
雑
談
・

カ
ラ
オ
ケ
も
和
気
あ
い
あ
い

笑
顔
で
す
。月
3
回
の
ダ
ー
ツ

の
練
習
で
は
、7
名
ほ
ど
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

大
池
校
区　

寺
塚
み
ど
り
会

 
会
長　

奥　

正
継

板
付
校
区

板
付
七
丁
目
長
寿
会

 

会
長　

鈴
木　

志
郎

　

寺
塚
み
ど
り
会
は
、
昭
和

48
年
に
結
成
さ
れ
た
非
常
に

歴
史
の
あ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

私
は
、
博
多
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。来
年
は
、傘
寿
を

迎
え
ま
す
。今
、改
め
て
考
え

ま
す
と
、
若
い
こ
ろ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
で
し
た
。
早

朝
リ
ー
グ
・
ナ
イ
タ
ー
リ
ー

グ
に
明
け
暮
れ
、
休
日
は
子

ど
も
会
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
板
付
校
区
へ
は
昭
和
49

年
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
現

新
米
会
長

 

奮
闘
記

そ
れ
ぞ
れ
の
道

博
多
区

南区

は
な
か
な
か
上
が
り
ま
せ
ん

が
、区
の
大
会
で
入
賞
す
る
の

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、区
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

に
も
出
場
で
き
ま
し
た
し
、年

2
〜
3
回
の
日
帰
り
旅
行
も

楽
し
く
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
、内
科
・
外
科
の
病
院

通
い
、体
作
り
の
た
め
週
1
回

の
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
、ク
ラ
ブ

や
公
民
館
の
行

事
等
で
多
忙
な

日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
が
「
今

日
行
く
」と
「
今

日
用
」の
モ
ッ
ト

ー
で
先
輩
方
の

指
導
を
受
け
、

充
実
し
た
老
後

を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

区の七七七
投稿

馬
出
校
区

第
二
寿
栄
会　

片
岡　

直
毅

東
区

　

老
人
に
も
「
教
育
」
と
「
教

養
」が
大
切
で
あ
る
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。意
味
は「
今
日

行
く
」所
が
あ
る
。「
今
日
用
」

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、な
る
ほ

ど
と
納
得
し
ま
し
た
。現
在
、

老
人
ホ
ー
ム
で
単
身
入
居
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
が
、4

年
位
前
か
ら
地
区
の
方
々
と

交
流
を
と
思
い
、最
初
に
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
に
入
会
し
、
週

1
回
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。そ
の
後
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
の
お
誘
い
を

受
け
、ま
た
、ね
ん

り
ん
ク
ラ
ブ
に
も

入
会
い
た
し
ま
し

た
。
週
1
回
の
ゴ

ル
フ
の
練
習
は
、和

気
あ
い
あ
い
楽
し

く
プ
レ
ー
し
て
お

り
ま
す
。
ス
コ
ア

「
今
日
行
く
」
と

 

「
今
日
用
」

　

年
1
回
は
福
祉
バ
ス
で
日

帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
。他
に
も
ペ

タ
ン
ク
の
交
流
、校
区
歩
こ
う

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、年
々
出
席
者
が
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。私
自
身
も
子

ど
も
た
ち
の
登
校
見
守
り
を

10
年
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。今
後
の

長
寿
会
は「
向
こ
う
三
軒
両
隣

で
声
掛
け
を
」を
合
言
葉
に
、

明
る
く
笑
い
の
あ
る
板
付
七

丁
目
長
寿
会
を
目
標
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

会
長
さ
ん
方
と
の
積
極
的
交

流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
会

長
職
と
し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
、
何
と
か
会
の

運
営
を
行
う
事
が
で
き
、
あ

っ
と
い
う
間
の
3
年
間
で
し

た
。
今
度
は
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
な
か
で
、
い
か
に

ク
ラ
ブ
の
目
的
で
あ
る
会
員

の
健
康
増
進
、
福
祉
、
親
睦

融
和
を
図
る
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
か
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
と
の
連

携
、
公
民
館
活
動
へ
の
積
極

的
参
加
、
世
代
間
の
交
流
促

進
、
さ
ら
に
は
校
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
へ
の
積

極
的
参
加
の
促
進
な
ど
、
会

員
の
皆
様
の
生
き
生
き
と
し

た
生
活
に
寄
与
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

つ
け
る
衣
装
の
面
白
さ
に

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、当
校
区
老
人
ク

ラ
ブ
は
自
治
協
議
会
か
ら

の
助
成
を
受
け
、教
養
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。春

の
5
月
に
依
頼
す
る
内

容
は
、音
楽
講
座
に
し
ま

し
た
。下
関
短
大
教
授
の
木
戸

純
子
先
生
に
依
頼
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。こ
の
先
生
は
若

い
こ
ろ
か
ら
美
人
と
し
て
も

て
は
や
さ
れ
た
方
で
あ
り
、音

楽
講
座
の
あ
と
は
楽
器
演
奏

や
歌
唱
な
ど
皆
で
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

加
の
た
め
の
訪
問

か
ら
始
め
て
、そ
ば

打
ち
の
準
備
、お
に

ぎ
り
の
炊
き
出
し
、

余
興
に
は
ギ
タ
ー

ク
ラ
ブ
の
昭
和
の

歌
と
盛
り
だ
く
さ

ん
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
、食
べ
て
歌
っ

て
充
実
の
一
日
を
送
っ
て
い
た

だ
く
企
画
を
実
践
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。今
年
も
7
月
7

日
、七
夕
祭
り
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
る
会
員
46
名
の
た
め
、

み
ん
な
で
楽
し
い
会
に
し
た

い
と
準
備
中
で
す
。

　

9
月
の
敬
老
の
日
は
、食
事

会
と
歌
と
踊
り
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
す
。特
に
、最
後

の
出
し
物
、男
性
陣
有
志
に
よ

に
2
万
円
の
賞
金
を
出
し
て

全
国
で
優
秀
賞
に
表
彰
さ
れ

た
こ
と
を
話
し
、私
た
ち
は
賞

金
で
は
な
く
賞
品
を
出
す
と

い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

賞
品
は
、①
毎
年
自
治
協
に

配
布
さ
れ
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
加
入
さ
れ

た
会
員
に
差
し
上
げ
る
。②
募

集
し
た
会
員
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

「
バ
ッ
ジ
」を
差
し

上
げ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、単
位
ク
ラ

ブ
の
誰
が
誰
を
募

集
し
た
か
分
か
る

表
を
作
り
、例
会
に

出
席
し
た
役
員
に

募
集
状
況
が
分
か

る
よ
う
に
し
ま
し

た
。勧
誘
方
法
で
一

番
活
用
し
て
い
る

室
と
題
し
、雑
草
を
取
っ
て
畝

床
を
作
り
、か
ら
芋
苗
を
植
え

付
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
な
が

ら
、大
き
く
お
い
し
い
芋
に
な

る
よ
う
、植
物
の
生
命
の
成
長

を
祈
り
な
が
ら

行
う
。夏
休
み
に

は
雑
草
を
取
り
、

雨
の
少
な
い
年

に
は
水
を
や
り
、

秋
に
は
収
穫
を

し
、芋
料
理
を
調

理
室
で
作
り
、子

ど
も
た
ち
、先
生

と
と
も
に
、全
て

の
作
業
を
仕
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
教
室
を
は
じ
め
、地
域

の
保
育
園
、幼
稚
園
で
伝
承
遊

び
を
行
っ
て
い
る
。子
ど
も
た

ち
と
の
数
時
間
は
、私
た
ち
の

最
も
生
き
が
い
の
あ
る
時
だ
。

遠
く
に
い
る
孫
を
想

い
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば

あ
さ
ん
と
尊
敬
さ
れ
、

慕
わ
れ
、健
康
で
明
る

く
希
望
に
満
ち
て
、生

涯
学
習
の
努
力
を
し
て

い
る
。数
年
ぶ
り
の
図

書
館
通
い
、地
域
の
子

ど
も
‼
地
域
の
孫
‼
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

周船寺校区老人クラブ連合会
 会長　山田　芳久

樋
井
川
４
丁
目
豊
寿
ク
ラ
ブ

 

会
長　

戸
高　

輝
美

高
取
千
寿
連
合
会

 

会
長　

沢
野　

俊
弥

福
浜
校
区　

福
浜
第
一
福
寿
会

 

会
長　

西
山　

キ
ヌ
子

　

私
た
ち
周
船
寺
校
区
の
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
他
校
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
同
様
、グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
試
合
の
練
習

を
し
た
り
、大
会
の
試
合
に
出

て
一
喜
一
憂
し
た
り
し
て
い
ま

す
。ま
た
、校
区
全
体
で
直
方

い
こ
い
の
村
に
旅
行
し
た
時

は
、カ
ラ
オ
ケ
の
舞
台
で
身
に

　

46
名
の
会
員
の
お
楽
し
み

会
は
、7
月
7
日
の
七
夕
祭
り

と
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
年

2
回
で
す
。豊
寿
ク
ラ
ブ
会
員

の
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
と
食

事
会
で
会

員
相
互
の

親
睦
を
図

る
目
的
で

開
催
し
て

お
り
、
好

評
を
い
た

だ
い
て
い

る
催
事
で

す
。会
員
参

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
が

平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、5
単
位
ク
ラ
ブ

の
高
取
千
寿
連
合
会

は
、平
成
26
年
、27
年
と

会
員
が
20
名
ず
つ
減

少
し
、平
成
28
年
4
月

に
は
2
6
5
名
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
例
会
で
役

員
21
名
が
作
戦
会
議

を
開
き
、他
都
市
研
修

で
天
草
市
が
増
員
目

標
に
達
し
た
ク
ラ
ブ

　

私
た
ち
が
行
う
芋
教
室
は
、

高
齢
者
の
知
識
と
経
験
を
生
か

し
て
、社
会
に
貢
献
す
る
た
め
、

多
様
な
社
会
活
動
を
行
う
こ

と
、高
齢
者
自
身
が
そ
の
活
動

を
通
じ
て
、健
康
で
明
る
く
楽

し
く
希
望
の
あ
る
長
寿
社
会
、

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

20
数
年
前
よ
り
福
浜
小
学

校
に
お
い
て
、1
年
生
の
芋
教

美人教授二人に
教養講座を依頼

豊
寿
ク
ラ
ブ
の
活
動

友
友
作
戦
で

 

会
員
増
強
運
動

芋
教
室

城
南
区

早
良
区

西
区

り
、
昨
年
は
〝
白
鳥
の

湖
〞の
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。大
好
評
で
、皆

様
、爆
笑
の
渦
で
す
。一

昨
年
は
、
N
H
K
大
河

ド
ラ
マ
の
黒
田
官
兵
衛

の
寸
劇
と
毎
年
演
目
を

決
め
て
大
熱
演
で
す
。

　

さ
て
、今
年
は
何
を

や
る
か
、そ
ろ
そ
ろ
決
め
て
準

備
に
か
か
る
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
。

　

皆
様
の
と
こ
ろ
は
、お
楽
し

み
会
を
盛
大
に
や
っ
て
い
ま
す

か
?
喜
ば
れ
る
催
し
物
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
、豊
寿
ク
ラ
ブ

の
発
展
の
た
め
、頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
支
援
く
だ
さ
い
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
が
年
4
回
行
っ
て
い
る
バ

ス
旅
行
で
す
。初
詣
を
は
じ
め

と
し
、今
年
の
7
月
に
は
鳴
門

市
の
大
塚
美
術
館
行
き
を
決

め
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
バ
ス

旅
行
に
お
友
達
を
誘
っ
て
も

ら
い
、そ
の
後
、会
員
に
な
っ
て

も
ら
っ
た
方
が
多
い
で
す
。

　

そ
の
中
で
一
番
会
員
を
増
や

さ
れ
た
方
は
、西
千
寿
会
の
高

木
さ
ん
で
17
名
の
成
果
を
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。具
体
的
に
旅

行
先
を
決
め
て
誘
っ
て
も
ら
っ

た
の
が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
40
名
加

入
、22
名
退
会
で
純
増
18
名
。

早
良
区
で
西
千
寿
会
が
一
番

に
な
り
、総
会
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。千
寿
連
合
会
が
一
丸
と

な
っ
て
運
動
し
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

中
央
区

　

9
月
に
は
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。講
師
に
は
、西

九
州
大
学
教
授
で
医
学
博
士

の
庄
野
菜
穂
子
先
生
に
依
頼

し
ま
し
た
。こ
の
先
生
も
若
い

こ
ろ
か
ら
美
人
と
し
て
と
て

も
有
名
な
方
で
す
。講
座
の
内

容
は
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
た
だ
き
、そ
の
後
、運
動
の

実
技
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、若
い
こ
ろ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
講
師
を
さ
れ
た
経

験
も
あ
り
、そ
の
立
ち
姿
の
き

び
き
び
し
た
優
雅
さ
は
言
葉

で
は
表
せ
ま
せ
ん
。皆
と
て
も

満
足
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
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福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
の
皆
様
が
楽
し
み

な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や

ゆ
と
り
の
時
間
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
福
岡

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
「
指
定
旅
館
制
度
」
を

平
成
17
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
会
員
の
皆
様
か

ら
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
「
指
定

旅
館
」
26
施
設
（
新
規
3

施
設
・
更
新
23
施
設
）
と

日
帰
り
温
泉
2
施
設
（
更

新
2
施
設
）
を
指
定
し
ま

し
た
。

ク
ラ
ブ
活
性
化
や
会
員

の
皆
様
の
健
康
増
進
に
お

１　

ご
利
用
前
に
直
接
「
指
定
旅
館
」
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２　

申
込
み
の
時
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

①　

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員（
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
名
等
）
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
る
。

②　

予
算
や
希
望
な
ど
を
伝
え
て
、
指
定

旅
館
側
の
説
明
を
受
け
、
交
渉
し
て

直
接
申
込
み
手
続
き
を
行
う
。

③　

指
定
旅
館
の
送
迎
バ
ス
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
諸
条
件
を
確
認
し
て
利
用

の
可
否
を
確
認
す
る
。

役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

施
設
の
内
容
や
料
金
・

サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た

「
指
定
旅
館
と
日
帰
り
施

設
の
し
お
り
」
は
各
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
「
指
定
旅
館
と
日

帰
り
施
設
の
し
お
り
」
を

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
の
宿
泊
研

修
や
懇
親
会
・
日
帰
り
旅

行
な
ど
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

指定旅館の利用手続き

福岡市老人クラブ連合会指定旅館一覧
平成29年度  「指定旅館」26館

平成29年度 「指定日帰り温泉施設」2館

県名・地区名 指定旅館名・住所 電話番号

福岡県

福 岡 市

万葉の湯　博多館
福岡市博多区豊2-3-66

092-452-4126

休暇村　志賀島
福岡市東区勝馬1803-1

092-603-6631

直 方 直方いこいの村
直方市畑686

0949-24-9700

糸 島 初潮旅館
糸島市二丈鹿家1735-18

092-326-5331

原 鶴 原鶴グランドスカイホテル
朝倉市杷木久喜宮1820-1

0946-62-1951

柳 川 柳川白柳荘
柳川市新町16

0944-73-1188

筑 後 川

桑之屋
うきは市浮羽町古川1099-10

0943-77-2148

筑後川温泉 ふくせんか【新規】
うきは市浮羽町古川1099-8

0943-77-3131

甘 木 甘木観光ホテル 甘木館
朝倉市甘木2091

0946-22-3344

佐賀県

唐 津

御宿　海舟
唐津市東城内2-45

0955-72-8101

旅館　魚半
唐津市浜玉町浜崎1669-55

0955-56-6234

嬉 野 旅館　初音荘
嬉野市嬉野町岩屋川内甲340-1

0954-43-3238

長崎県

長 崎 市 長崎スカイホテル【新規】
長崎県長崎市江の浦町18-1

095-861-6411

雲 仙 雲仙有
ゆうめい

明ホテル【新規】
雲仙市小浜町雲仙380番地

0957-73-3206

島 原 東洋九十九ベィホテル
島原市秩父が浦町丁3552-53

0957-62-3111

県名・地区名 指定旅館名・住所 電話番号

長崎県

田 平 サムソンホテル
平戸市田平町野田免210-6

0950-57-1110

壱 岐 国民宿舎　壱岐島荘
壱岐市勝本町立石西触101

0920-43-0124

熊本県

植 木 荒木観光ホテル
熊本市北区植木町田底6

096-274-7201

菊 鹿 花富亭
山鹿市菊鹿町池永177

0968-48-3141

人 吉 かくれ里の湯
人吉市矢岳町3248

0966-23-1111

赤 瀬 旅籠　磯亭
宇土市赤瀬町777-6

0964-27-1880

内 牧 和風旅館　金時
阿蘇市内牧1131

0967-32-0038

天 草 ホテル松竜園 海星
上天草市大矢野町上6494

0964-56-0348

仙 酔 峡 かんぽの宿　阿蘇
阿蘇市一の宮町宮地5936

0967-22-1122

大分県

鉄 輪 旅館 かなわ荘
別府市御幸3組648

0977-66-0742

天 ヶ 瀬 天龍荘
日田市天瀬町湯山1137

0973-57-2370

県名・地区名 指定旅館名・住所 電話番号

佐賀県 三 瀬 やまびこの湯
佐賀市三瀬村藤原3929-2

0952-56-2223

熊本県 玉 名 つかさの湯
玉名市立願寺東段656-1

0968-72-7777

の
ご
利
用
を
！
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 ①対 象 者 　市内居住の 60歳以上の方

 ②募集人数 　500 名（応募者多数の場合は抽選）

 ③申込方法 　「往復ハガキ」に住所、氏名、電話番号を

 　　　　　 　記入して申し込みください。（1人 1枚）

 ④申込期限 　平成 29年 8月 16日（水）

 ⑤入 場 料 　無料

黒
1
ツ
ギ
が
好
手
で
白
を

ト
ル
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
２
二
金
　
②
同
金

③
３
三
桂
　
④
同
金

⑤
２
二
香
ま
で

　2 二金から 3 三桂と金の守備力を無力化して、2 二香で 1 四香
の筋を生かして詰み上がりです。
　初手 2 二香で同金なら同金で詰みますが、1 一玉と逃げると後
が続きません。
　また初手 1三桂も 1一玉で詰みません。

【
詰
み
上
が
り
図
】
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福岡市老人クラブ連合会では、高齢者の方々の文化生
活と生きがいを高めるため、高齢者美術展を開催します。
会員の皆さんの数多くの出品をお待ちしています。

作品搬入　平成29年10月25日（水）10時30分～11時30分
展示期間　平成29年10月26日（木）～10月31日（火）
　　　　　10時～20時（入館は19時30分まで、最終日は17時まで）
表彰式　　平成29年10月31日（火）15時～16時30分
作品搬出　平成29年10月31日（火）17時～18時

福岡市アジア美術館（交流ギャラリー）博多区下川端3-1

■ 洋画の部　■ 日本画の部　■ 書の部　
■ 写真の部　■ 工芸の部

応募された作品は、原則として全部展示します。

❶ 市内居住の60歳以上のアマチュアとします。
❷ 応募作品は、必ず自作、未発表のものとします。
❸ 出品は個人とし、1人1点とします。
❹ 規格（大きさ）
　 洋画・日本画…10号（53.0cm×33.3cm）以上
　 　　　　　　　50号（116.7cm×116.7cm）以内
　 書………………全紙（縦）以内（掛け軸の長さは例外）
　 写真……………四ツ切以上全紙まで
　 工芸……………展示区画は、1品1㎡以内とします。
❺ 展示中管理が可能なもので、すぐ壊れるものは不可です。
❻ 額縁等は、ひもを付けて展示できる状態で搬入してください。
❼ ガラス・アクリル板の額装は不可。
　（水墨画・書はアクリル板使用可）

「往復はがき」に『氏名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号・所属老人ク
ラブ名・出品部門名・作品の題名（ふりがな）』を楷書で記入。

〒810-0062　福岡市中央区荒戸3丁目3番39号
　　　　　　　　　　　　　　市民福祉プラザ内
福岡市老人クラブ連合会事務局 （ＴＥＬ：092-713-1340）
 （ＦＡＸ：092-713-0157）

平成29年9月1日（金）から9月30日（土）まで（当日消印有効）

各部門とも、委嘱した専門家による審査を行い、賞を決定します。

特別賞（市長賞他）、金賞・銀賞・銅賞、奨励賞、最高年齢者賞
なお、昨年度（28年度）「特別賞」を受賞した人が、同部門に出品
する場合は「特別出品」の取扱いとします。

⒈ 日　程

⒉ 会　場

⒊ 作品部門

⒋ 作品の展示

⒌ 出品の制限

⒍ 出品の申し込み

⒎ 申し込み先

（問い合せ先）

⒏ 受付期間

⒐ 審　　査

10. 表　　彰

第55回　福岡市高齢者保健福祉大会
主催：福岡市、福岡市社会福祉協議会、福岡市老人クラブ連合会

（写真：昨年の様子）

開催日：平成29年2月23日（木）　 会場：福岡市九電記念体育館

第6回 福岡市老人クラブソフトダーツ大会

■カウント・アップ（主な成績）
優　勝 中央区 笹丘校区 豊福 利弘 543点
準優勝 早良区 野芥校区 井手 博之 522点
第３位 早良区 飯原校区 荒木 政一 484点

開催日  平成29年9月1日（金）  午後1時～4時30分
会　場  福岡市民会館大ホール

福岡市老人クラブ連合会
「高齢者保健福祉大会事務局」　宛
〒 810-0062　福岡市中央区荒戸 3-3-39
電話：092-713-1340　FAX：092-713-0157

申
込
先

応募方法

 ５㌻
問題の
 解答 　

各
区
代
表
１
４
４
名
、応
援
・
ス

タ
ッ
フ
１
６
１
名
、
計
３
０
５
名

が
参
加
し
て
、
第
６
回
福
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
市
老
連
岡
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
城
南
区
鳥
飼
校

区
池
田
競
技
部
長
の
競
技
上
の
注

意
、早
良
区
の
永

石
さ
ん
と
形
上

さ
ん
の
選
手
宣

誓
の
後
、競
技
を

開
始
。
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
と
ア

ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ

ッ
ト
の
２
種
目

で
競
い
合
い
、熱

戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

各区から精鋭出場

作品の
募集

高齢者演芸発表会のご案内

観 覧 者 募 集
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

編集後記

広告協賛へのお礼

　市老連の広報紙は、今回で１００号となりました。
１００号記念として、昭和４８年に発行した広報紙の第
１号を４ページに掲載しています。福祉バスが始まった
頃のバスの写真が掲載されています。時代の変遷を感
じる第１号です。
　また、２９年度の指定旅館・指定日帰り施設を掲載し
ています。団体無料送迎施設もありますので是非ご利
用ください。
　今後とも、皆様のご支援をよろしくお願いします。

　このたびは、福岡市老連への広告掲載をいただき誠
にありがとうございました。
　本紙は、高齢者の生きがい・健康・教養を高めなが
ら、交流の輪が広がるよう願って刊行しております。
　今後とも末永くご厚誼、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。
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　去る４月24日 (月 )、市老連副会長（東
区ねんりんクラブ連合会会長）矢嶋 崇様
が逝去されました。
　謹んでお悔やみ申し上げますととも
に、心よりご冥福をお祈りいたします。
　なお、通夜・告別式には、岡田市老連
会長ほか役員等で参列させていただきま
した。

訃 報

故 矢嶋　崇 氏


